
平成２５年度の地域密着型金融推進計画 
 アルプス中央信用金庫       

１．あるしんの基本理念  
    「地域金融機関の“あるしん”は、地域社会の基をなす全生活者や地域内企業とは使命共同体であり、地域経済の発展・繁栄なくして“あるしん

の繁栄もなし」これを経営の基本に据え、合併 10 周年という記念の年度であり、「原点」を忘れない業務推進、経営管理を行ってまいります。 

      基本理念を実現するため、三つの行動指針を掲げました。 

１.「信用」「真実」「親切」の３S を常に意識しながら行動します。 

２. 地域経済繁栄に力強く貢献する健全な信用金庫をつくります。 

３. 働く者の生活の安定と朗らかに働ける職場をつくります。 

 
２．地域密着型金融の恒久的な取組みへ向けて 

      当金庫では、先の４年間（平成１５年度～平成１８年度）二次に亘る「リレーションシップバンキングの機能強化に関するアクションプログラ

ム」、それに続く１９年度「地域密着型金融推進」に基づき、基本理念に沿った態勢整備に努めてまいりました。 

      今年度は、第 2 次しんきん「つなぐ力」発揮 2012 ～地域の課題解決と持続的発展をめざして～ の 2 年目として、本計画の基本方針である「課

題解決型金融の強化」に基づき、引き続き中小企業の再生と地域経済活性化のため、さらに強力に推し進めてまいります。 

また、中小企業金融円滑化法の期限終了後も、経営改善計画の策定支援とその実行に対する働きかけ等を通じて、企業再生の実効性を向上させ

るための取組みを継続してまいります。 

      以上、我々は信用金庫の理念や役割を踏まえ、「地域社会との絆」をよりどころに、使命共同体の中核としての機能を十分に発揮するよ 

う引き続き努めてまいります。 

  
３．平成２５年度の地域密着型金融推進計画においては、 
      Ⅰ.ライフサイクルに応じた取引先企業の支援強化 

      Ⅱ.事業価値を見極める融資をはじめ中小企業に適した資金供給手法の徹底 

      Ⅲ.地域の情報集積を活用した持続可能な地域経済への貢献  

の３つの活動を軸に、より一層地域企業に対する経営相談・支援機能を強化し、積極的に地域経済への貢献・活性化に努めてまいります。 

        


